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 要  旨 
われわれは超短パルスを新しい手法で生成する研究を行っている．レーザーを用いて水素分子を回転励
起準位へ励起することで、誘導ラマン散乱による様々な周波数のサイドバンド光を生成できる．この特徴は
互いに位相コヒーレントな離散スペクトルを同軸上に生成できるため、分散媒質を用いて位相を制御するだ
けで超短パルスを生成できることにある．実際に繰返し周期94fs、時間幅12fsの超短パルスを実現してきた． 
これまではナノ秒のパルスレーザーを励起光として超短パルスを生成していた．しかし超短パルスもナノ
秒パルスレーザーのエンベロープ中に生成され、超短パルス光列はパルスの周期で途切れてしまう． 
この手法を連続波として発展させることができれば、連続波のサイドバンド光や、連続的な超短パルス光
列を生成することができ、様々な応用が期待できる． 
そこで、励起光を連続波として発振するレーザーの開発、中空格子フォトニック結晶ファイバ (ーHC-PCF)
を用いたサイドバンド光の高効率発生、超短パルスを測定するための測定装置の開発を行い、超高速超短パ
ルス光列の連続発生を目指している． 
励起光として、周波数精度の良いレーザー光をそのまま高強度化することができる注入同期法を用いた、二
周波数注入同期Ti:Sapphire連続発振レーザーを開発した．このレーザーは任意の二周波数を高強度かつ同
軸上に発振可能である．実際に注入同期を行い、二波長の高強度化を確認できた．発振閾値2.2 W、発振出
力3.0 W、スロープ効率は39%であった． 
連続波によるサイドバンド光発生を目指し、カゴメ格子状のHC-PCF中に水素を充填する手法を用いた．
これにより長い相互作用長が得られ、高い変調効率を実現できる．注入同期Ti:Sapphireパルスレーザーを
用いた実験により、49 μJの励起エネルギーで14本のラマンサイドバンド光を発生させることに成功した．
このとき、水素の密度は1.9×1020 cm-3、差周波数は10.62372 nmであった．同様に注入同期連続波レーザー
を導入した実験では、残念ながらサイドバンド光を確認することはできなかった． 
超短パルスの時間波形を評価するために、離散スペクトルに適応した位相測定装置を開発した．二色の連
続波を用いた実験では和周波光の観測に成功し、この位相測定装置が十分に連続波へ対応可能であることを
確かめられた． 
今後は連続波ラマンサイドバンド光生成に向け、HC-PCF中の水素密度などの最適条件を探すと共に、位
相測定装置の連続波への適応を行い、超短パルスの生成を目指す． 
 
